
　
　
　
會
澤
正
志
斎
「
及
門
遺
範
（
抄)

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
　
谷
　
光
　
一

　
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
、
會
澤
正
志
斎
先
生
の
『
及
門
遺
範
』
に
つ
い
て
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
『
及
門
遺
範
』
は
長
い
も
の
で
、
二
四
章
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
本
日
は
そ

の
う
ち
の
序
文
と
一
〜
三
章
の
三
つ
だ
け
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
會
澤
先
生
の
書
物
で
言
い
ま
す
と
『
新
論
』
が
代
表
的
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
は
あ

ま
り
『
及
門
遺
範
』
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
最
初
に
お
話
し
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
『
及
門
遣
範
』
は
、
會
澤
先
生
の
師
で
あ
る
幽
谷
先
生
が
、
ど

の
よ
う
に
門
弟
を
教
育
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
會
澤
先
生
が
書
か
れ
た
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。
會
澤
先
生
が
、
幽
谷
先
生
に
付
か
れ
ま
し
た
の
が
わ
ず
か
十
歳
で
す
。
十
歳
の
時
に

門
人
に
な
ら
れ
ま
し
て
、
そ
の
時
幽
谷
先
生
は
十
八
歳
で
し
た
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
前
回
は
、
仲
田
先
生
か
ら
高
山
彦
九
郎
の
話
し
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
幽
谷
先
生

が
高
山
彦
九
郎
を
祭
っ
た
文
章
に
つ
い
て
勉
強
し
た
わ
け
で
す
。
こ
の
高
山
彦
九
郎
が
水
戸
に
来

ま
し
た
の
が
寛
政
二
年
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
次
の
年
で
す
。
こ
の
年
に
幽
谷
先
生
は
有
名
な

『
正
名
論
』
を
書
か
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
そ
の
年
が
、
正
志
斎
先
生
が
お
弟
子
に
な
ら
れ
た

と
い
う
年
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
後
、
幽
谷
先
生
は
青
藍
舎
と
い
う
塾
を
開
か
れ
ま
す
。
こ

れ
が
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
で
ご
ざ
い
ま
す
。
二
十
九
歳
の
時
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
二
年
後

に
レ
ザ
ノ
フ
が
長
崎
に
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
子
東
湖
先
生
が
生
ま
れ
ら
れ
た
の
が
文
化
三

年
、
そ
し
て
間
宮
林
蔵
が
樺
太
を
探
検
し
た
の
が
文
化
五
年
。
こ
の
辺
り
に
な
り
ま
す
と
、
同
じ

く
五
年
に
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
、
あ
る
い
は
そ
の
後
に
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
事
件
、
高
田
屋
事
件
、
會
澤

先
生
が
『
新
論
』
を
書
か
れ
る
文
政
七
年
、
そ
う
い
う
色
々
な
事
件
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
特
に
文

政
七
年
（
一
八
二
四
）
大
津
浜
に
イ
ギ
リ
ス
人
が
上
陸
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
外
患

と
い
い
ま
す
か
、
非
常
な
危
機
感
を
持
た
れ
た
時
代
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
幽
谷
先
生

は
、
並
々
な
ら
ぬ
学
識
の
優
れ
た
方
で
あ
り
ま
し
た
が
、
文
政
九
年
に
五
十
三
歳
で
亡
く
な
ら
れ

ま
す
。
幽
谷
先
生
が
亡
く
な
っ
た
ず
っ
と
後
に
書
か
れ
た
の
が
『
及
門
遺
範
』
な
の
で
す
。
で
す

か
ら
こ
れ
は
會
澤
先
生
が
歳
を
取
っ
て
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い

う
所
に
ま
た
我
共
が
注
目
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
少
年
の
日
よ
り

幽
谷
先
生
か
ら
教
え
て
頂
い
た
も
の
を
、
ず
っ
と
歳
を
取
っ
て
ま
で
守
り
続
け
た
、
そ
う
い
う
師

承
す
る
も
の
が
こ
の
『
及
門
遣
範
』
の
中
に
現
れ
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
幽
谷
先
生
が
神
童
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
東
湖
先
生
が
書
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
十
三
歳
の

時
に
幽
谷
先
生
は
長
久
保
赤
水
の
七
十
歳
を
祝
っ
て
文
章
を
書
か
れ
た
。
こ
れ
は
大
変
周
囲
の
人



を
驚
か
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
先
程
申
し
上
げ
ま
し
た
高
山
彦
九
郎
が
、
優
れ

た
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
す
が
、
真
木
和
泉
守
を
指
導
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
こ

れ
は
、
真
木
和
泉
守
の
『
天
保
甲
辰
日
記
』
と
い
う
も
の
に
出
て
お
り
ま
す
。
漢
文
で
書
い
て
あ

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
天
保
甲
辰
日
記

廿
日
。
鷄
鳴
乃
發
。
漸
入
水
戸
之
部
。
途
濶
而
樹
茂
。
亦
足
見
政
之
美
。
休
高
岡
驛
乃
取
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
二
　
　
　
　
　
一
　
　
二
　
　
　
　
　
一

於
左
、
至
千
葉
村
。
一
里
有
奇
之
間
。
樹
最
欝
森
。
而
無
一
之
茶
肆
。
喝
甚
。
僅
到
千
葉
得

　
　
　
一
　
　
　
二
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
一
　
二

農
家
請
茶
。
有
老
農
。
説
政
之
美
。
午
後
到
水
戸
。
投
宿
伊
勢
屋
彦
六
。
沐
浴
待
晩
。
謁
會

　
一
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
二
　
　
一
　
　
　
二
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
一
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
二

澤
翁
乃
借
學
制
略
説
而
歸
。

　
　
　
一
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
一

廿
一
日
。
自
冩
略
説
。
旅
客
雜
査
不
堪
也
。
午
後
會
翁
遣
使
謂
。
小
川
修
理
来
在
。
及
今
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

來
。
乃
到
。
談
至
夜
九
鼓
。
翁
曰
。
時
雖
不
可
。
竊
宿
塾
中
亦
無
妨
。
深
切
不
堪
感
佩
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
一
　
　
　
　
二
　
　
　
一
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
二
　
　
　
一

而
時
勢
如
此
。
以
予
之
故
病
翁
。
於
師
弟
之
義
所
不
可
。
乃
謀
小
川
氏
。
求
宿
青
柳
村
。

　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
一
　
レ
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
一
　
二
　
　
一
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
一

廿
二
日
。
移
宿
青
柳
米
屋
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
一

廿
三
日
。
謁
翁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

廿
四
日
。
夕
雨
。
詣
瑞
龍
山
水
戸
先
公
之
墓
。
歸
途
觀
西
山
。
義
公
兎
裘
之
地
也
。
會
有
災

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

而
燒
。
今
所
其
模
而
建
也
。
而
屋
宇
低
陋
。
即
野
人
之
家
也
。
義
公
趣
向
之
美
。
實
可
見
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
二

太
田
。
初
訪
日
下
部
伊
三
治
。
謀
瑞
龍
之
事
。
乃
簡
彼
之
小
吏
。
因
得
詳
見
。
詣
西
山
。
亦

　
　
　
一
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
二
　
　
　
一
　
　
二
　
　
　
一
　
　
　

依
日
下
部
之
導
。
夜
奥
州
喜
三
郎
來
。

　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
一

廿
五
日
。
雨
。
喜
三
郎
携
酒
看
來
。
伊
三
治
亦
來
。
命
送
予
之
杯
。
乃
及
四
鼓
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
二
　
　
　
一

廿
六
日
。
晴
。
歴
觀
城
之
内
外
。
訪
石
川
銕
不
在
還
取
道
湖
之
中
路
。
訪
豊
田
彦
病
臥
矣
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
二
　
　
　
　
　
一
　
レ
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
二
　
　
　
　
　
一

訪
翁
有
客
數
輩
頻
議
異
舶
之
事
。
七
鼓
得
佐
修
平
之
書
謂
西
邊
之
事
益
急
矣
。
宜
速
還
翁
勵

　
レ
　
　
　
二
　
　
　
　
　
一
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
一
　
　
レ

予
甚
。

廿
七
日
。
雨
。
辞
水
戸
。
接
昏
到
土
浦
。
訪
長
島
門
掩
。
人
不
在
。
乃
歸
。
投
所
曾
宿
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
一
　
　
　
レ
　
　
　
二
　
　
　
一
　
　
二
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
二
　
　
　
一

　
「
廿
日
」
と
あ
り
ま
す
の
は
、
弘
化
元
年
七
月
二
十
日
で
あ
り
ま
す
。
「
鶏
鳴
乃
ち
発
す
。
漸

く
水
戸
の
部
に
入
る
。
途
濶
く
し
て
樹
繁
れ
る
。
亦
政
の
美
を
見
る
に
足
り
る
。
」
水
戸
に
入
り



ま
す
と
、
道
が
断
然
広
く
な
っ
て
樹
が
生
い
茂
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
水
戸
藩
の
政
治
が
非
常
に

良
く
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
判
断
で
す
。
真
木
先
生
の
、
他
の
藩
な
ど
を
視
察
す
る
場
合

な
ど
の
目
の
付
け
所
が
、
こ
う
い
う
所
に
出
て
ま
い
り
ま
す
。
次
に
「
高
岡
驛
に
休
む
」
と
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
長
岡
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
茨
城
町
長
岡
で
す
。
「
乃
ち
道
を
左

に
取
り
て
千
葉
村
に
至
る
。
一
里
有
奇
の
間
、
樹
最
も
鬱
森
一
つ
の
茶
肆
無
し
。
」
千
葉
村
に

入
っ
て
来
る
わ
け
で
す
が
、
一
里
ば
か
り
の
間
、
樹
が
鬱
蒼
と
繁
っ
て
お
り
ま
し
て
、
茶
店
が
一

つ
も
な
い
。
大
変
喉
が
渇
い
た
の
で
、
農
家
に
行
き
ま
し
て
、
そ
こ
で
お
茶
を
所
望
し
た
わ
け
で

す
。
そ
う
し
ま
し
た
ら
老
人
が
お
り
ま
し
て
、
大
変
政
治
が
行
き
届
い
て
お
る
の
だ
と
い
う
こ
と

を
説
い
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
午
後
に
水
戸
に
至
り
、
伊
勢
屋
彦
六
に
投
宿
す
る
。
宿
に
入
っ
た

の
で
す
。
午
後
に
、
「
會
翁
」
こ
れ
は
會
澤
正
志
斎
先
生
で
す
。
使
い
を
よ
こ
し
ま
し
て
、
小
川

修
理
と
い
う
人
が
来
て
い
る
け
れ
ど
も
す
ぐ
来
な
い
か
、
こ
の
よ
う
に
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
参
っ
た
わ
け
で
す
。
「
談
夜
九
鼓
に
至
る
」
今
で
言
い
ま
す
と
夜
中
の
十
二
時
頃
で
し
ょ

う
か
、
夜
遅
く
ま
で
話
し
が
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
「
翁
曰
く
、
時
に
不
可
な
り
と
雖
も
、

竊
に
宿
中
に
塾
中
に
宿
す
こ
と
亦
妨
げ
無
し
。
」
今
は
非
常
に
都
合
の
悪
い
時
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
っ
そ
り
と
塾
に
泊
ま
っ
て
い
っ
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
よ
。
こ
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
て

く
れ
た
。
と
言
い
ま
す
の
は
、
弘
化
元
年
、
こ
の
年
は
水
戸
に
と
っ
て
は
大
変
な
年
で
あ
り
ま
し

て
、
幕
府
か
ら
処
罰
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
だ
け
れ
ど
も
こ
っ
そ
り
泊
ま
っ
て
い
っ
て
も
い
い
よ

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
「
深
切
感
佩
に
堪
え
ず
。
」
親
切
に
し
て
下
さ
っ
て
、
感
銘
に

堪
え
な
い
。
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
時
節
柄
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
自
分

が
こ
こ
に
泊
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
會
澤
先
生
を
苦
し
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
師
弟
の
義
に
於

い
て
不
可
な
る
所
」
師
弟
の
義
に
反
す
る
。
そ
こ
で
、
小
川
氏
と
謀
っ
て
、
青
柳
村
に
泊
ま
っ
た

の
で
す
。
そ
う
い
う
日
記
で
ご
ざ
い
ま
す
。
青
柳
に
移
っ
て
、
青
柳
の
米
屋
と
い
う
所
に
泊
ま
っ

た
。
そ
れ
が
二
十
二
日
で
す
。
二
十
三
日
に
は
ま
た
會
澤
先
生
に
会
う
の
で
す
。
二
十
四
日
に
は

瑞
龍
山
に
行
き
ま
し
て
、
義
公
の
お
墓
、
そ
の
他
藩
主
の
お
墓
を
御
参
り
致
し
ま
す
。
そ
し
て
西

山
荘
に
ま
い
り
ま
し
た
。
「
兎
裘
の
地
」
と
い
う
の
は
シ
ナ
の
魯
と
い
う
国
に
あ
る
地
名
の
こ
と

で
、
こ
れ
は
隠
居
所
の
意
味
で
あ
り
ま
す
。
西
山
荘
と
い
う
の
は
義
公
が
隠
居
さ
れ
た
所
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
資
料
に
は
、
屋
根
が
低
く
て
こ
れ
は
野
人
の
家
だ
、
庶
民
の
、
そ
の
辺
に
あ

る
家
と
同
じ
だ
、
そ
こ
に
、
義
公
の
趣
、
心
持
ち
、
趣
向
の
美
が
現
れ
て
い
る
。
非
常
に
美
し
い

こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
二
十
六
日
に
な
り
ま
す
と
、
ま

た
會
澤
先
生
を
訪
ね
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
二
十
六
日
ま
で
居
り
ま
し
て
、
二
十
七
日
に
は
事
情
が

あ
り
ま
し
て
水
戸
を
出
発
し
ま
す
。
水
戸
に
は
わ
ず
か
し
か
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
會
澤
先
生

に
つ
い
た
こ
と
で
、
真
木
和
泉
守
と
い
う
人
は
大
き
く
そ
の
考
え
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
安
政
元
年
に
な
り
ま
す
と
、
資
料
に
は
書
い
て
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、



『
南
僊
日
録
』
と
い
う
日
記
が
ご
ざ
い
ま
す
。
真
木
和
泉
守
は
藩
内
の
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
ま
し

て
、
水
田
と
い
う
と
こ
ろ
で
幽
閉
さ
れ
ま
す
。
そ
の
時
ず
っ
と
書
き
綴
っ
て
い
る
の
が
こ
の
『
南

僊
日
録
』
と
い
う
日
記
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
の
安
政
元
年
、
八
月
二
十
五
日
の
条
を
見
ま
す

と
、
「
今
夜
會
澤
先
生
を
夢
む
」
と
、
會
澤
先
生
を
夢
に
見
て
い
る
と
こ
ろ
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
水
戸
に
来
て
か
ら
十
年
後
で
あ
り
ま
す
。
安
政
二
年
の
正
月
二
日
に
は
、
同
じ
く
学
問
し
て

い
る
同
士
が
ま
い
り
ま
し
て
、
淵
上
郁
太
郎
と
い
う
方
で
し
ょ
う
か
、
「
乃
ち
新
論
を
読
む
」
と

書
い
て
あ
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
會
澤
先
生
を
思
い
出
し
、
時
に
は
『
新
論
』
を
愛
読
し
て
、

そ
の
志
を
固
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
判
る
の
で
す
。
こ
の
會
澤
先
生
の
影
響
と
い
い

ま
す
の
は
、
真
木
和
泉
守
に
於
い
て
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
判
る
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
も
う
一
人
、
會
澤
先
生
を
訪
ね
た
人
に
吉
田
松
陰
先
生
が
お
り
ま
す
。
吉
田
松
陰
先
生
は
『
東

北
遊
日
記
』
の
中
に
そ
の
事
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
東
北
遊
日
記

十
二
日
　
晴
。
午
後
、
豊
田
彦
二
郎
を
訪
ふ
。
彦
二
郎
は
學
問
該
博
、
議
論
痛
快
、
人
を
し

て
憮
然
た
ら
し
む
。
其
の
嘗
て
史
局
に
在
る
や
、
獨
力
を
以
て
神
祇
・
氏
族
・
兵
制
の
諸
志

を
作
り
、
其
の
外
の
紀
傳
は
則
ち
諸
子
に
分
か
ち
任
ず
。
著
は
す
所
に
靖
海
全
策
・
世
書
・

明
書
等
あ
り
、
或
は
成
り
、
或
は
末
だ
成
ら
ず
、
率
ね
皆
巻
帙
浩
澣
な
り
と
云
ふ
。
夜
、
根

本
及
び
渡
井
初
之
進
來
話
す
、
去
れ
ば
則
ち
鶏
鳴
な
り
。

十
三
日
　
晴
。
會
澤
及
び
山
國
喜
八
郎
を
訪
ふ
、
兵
家
な
り
。
共
に
在
ら
ず
。
桑
原
幾
大
郎

を
訪
ふ
、
亦
兵
家
な
り
。

十
四
日
　
晴
。
會
澤
を
訪
ふ
。
會
澤
の
宅
に
て
海
保
帆
平
を
見
る
。
帆
平
は
安
中
の
人
、
先

公
の
時
、
剣
を
善
く
す
る
を
以
て
聘
し
て
之
れ
に
禄
す
。
憩
斎
女
を
以
て
之
れ
に
妻
す
。
憩

斎
云
は
く
、
「
先
公
の
時
、
大
艦
を
造
る
の
議
あ
り
、
材
既
に
聚
ま
れ
り
、
會
々
囘
禄
の
變

あ
り
て
材
を
焚
く
。
後
に
再
び
聚
む
る
に
及
ば
ず
し
て
國
難
作
り
、
遂
に
果
さ
ざ
り
き
」

と
。
憩
斎
今
年
七
十
一
、
矍
鑠
た
る
か
な
此
の
翁
や
。

十
五
日
　
晴
。
終
日
出
で
ず
。

十
六
日
　
晴
。
豊
田
を
訪
ふ
。
酒
を
設
け
て
歡
語
す
。

十
七
日
　
晴
。
會
澤
を
訪
ふ
。
會
澤
を
誘
ふ
こ
と
數
次
な
る
に
率
ね
酒
を
設
く
。
水
府
の

風
、
他
邦
の
人
に
接
す
る
に
款
待
甚
だ
渥
く
、
歡
然
と
し
て
欣
び
を
交
ヘ
、
心
胸
を
吐
露
し

て
隠
匿
す
る
所
な
し
。
會
々
談
論
の
聽
く
べ
き
も
の
あ
れ
ば
、
必
ず
筆
を
把
り
て
之
れ
を
記

す
。
是
れ
其
の
天
下
の
事
に
通
じ
、
天
下
の
力
を
得
る
所
以
か
。



前
半
の
水
戸
の
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
正
月
の
十
二
日
、

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二)

一
月
十
二
日
の
こ
と
で
す
。
豊
田
彦
二
郎
と
い
う
の
は
豊
田
天
功
で
す
。

非
常
に
学
問
が
広
い
。
知
識
も
あ
る
。
そ
し
て
議
論
も
痛
快
で
あ
る
。
人
を
し
て
驚
か
せ
る
程
の

人
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
評
価
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
に
豊
田
天
功
の
著
書
が
出
て
お
り
ま

す
が
、
『
靖
海
全
策
』
こ
れ
は
靖
海
全
書
と
い
う
本
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
か
ら
『
世
書
』
、

『
民
書
』
と
い
う
の
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
『
民
書
』
と
い
う
の
は
或
い
は
『
民
録
』
か
な

と
も
思
い
ま
す
。
天
保
甲
辰
の
国
難
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
か
と
思
い
ま
す
。
十
三
日
に
會
澤
先

生
、
山
國
喜
八
郎
を
訪
ね
る
。
そ
れ
か
ら
桑
原
幾
太
郎
を
訪
ね
る
。
と
い
う
よ
う
に
出
て
い
ま

す
。
山
國
喜
八
郎
、
山
國
兵
部
で
す
。
筑
波
山
に
挙
兵
さ
れ
た
人
で
す
。
そ
れ
か
ら
桑
原
幾
大

郎
、
こ
の
方
は
東
湖
先
生
の
妹
さ
ん
の
ご
主
人
で
す
。
そ
の
よ
う
な
人
を
訪
ね
た
。
十
四
日
に
な

る
と
會
澤
を
訪
ね
る
。
そ
こ
で
海
保
帆
平
を
見
る
。
こ
れ
は
剣
術
家
で
す
。
そ
れ
か
ら
「
憩
齋
云

は
く
、
」
と
あ
り
ま
す
が
憩
齋
と
い
う
の
は
會
澤
先
生
の
号
で
す
。
回
祿
と
い
う
の
は
火
事
の
こ

と
で
す
が
、
火
事
が
あ
っ
た
の
で
、
船
を
作
る
為
の
材
料
を
集
め
た
け
れ
ど
も
燃
や
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
し
て
「
後
に
再
び
し
聚
む
る
に
及
ば
ず
し
て
国
難
作
り
、
遂
に
果
さ
ざ
り
き
」
と
。
結
局

船
は
作
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
會
澤
先
生
は
七
一
歳
、
非
常
に
元
気
で
は
つ
ら
つ
と

し
て
お
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
十
六
日
に
な
り
ま
す
と
、
豊
田
天
功
を
訪
ね
て
、
そ
こ

で
お
酒
が
出
た
よ
う
で
す
。
非
常
に
楽
し
く
語
り
合
っ
た
。
天
下
国
家
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
た

そ
の
他
の
こ
と
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
十
七
日
に
な
り
ま
す
と
、
「
會
澤
を
訪

ふ
。
會
澤
を
訪
ふ
こ
と
數
次
な
る
に
率
ね
酒
を
設
く
。
」
だ
い
た
い
會
澤
先
生
の
所
へ
い
く
と
お

酒
が
出
る
。
こ
う
い
こ
と
で
す
。
水
戸
の
人
は
他
藩
の
人
が
来
る
と
非
常
に
大
歓
迎
を
し
て
く
れ

る
。
何
も
、
気
持
ち
の
中
に
わ
だ
か
ま
り
が
な
く
て
、
お
互
い
に
会
っ
た
こ
と
を
喜
ん
で
心
の
内

を
み
な
話
し
て
く
れ
る
。
隠
す
こ
と
が
無
い
。
こ
の
様
な
こ
と
が
か
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

会
っ
た
人
の
議
論
の
中
に
、
な
に
か
聞
く
べ
き
も
の
が
あ
れ
ば
、
あ
る
い
は
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
必
ず
筆
記
を
し
て
、
記
録
を
し
て
お
く
。
こ
れ
が
水
戸
が
天
下
の
事
情
に
明

る
く
て
そ
し
て
天
下
の
人
々
の
尊
敬
の
的
に
な
っ
て
い
る
、
そ
う
い
う
こ
と
は
こ
の
筆
記
を
す
る

と
い
う
こ
と
に
よ
る
の
か
、
と
い
う
ふ
う
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　
先
程
の
真
木
和
泉
守
と
い
い
、
こ
の
吉
田
松
陰
と
い
い
、
見
る
と
こ
ろ
が
、
目
の
付
け
所
が
鋭

い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
松
陰
先
生
が
水
戸
に
来
ら
れ
、
水
戸
の
印
象
を
栗
原
良
三

と
い
う
人
に
知
ら
せ
ま
す
。
こ
の
人
は
松
陰
先
生
の
親
友
で
、
先
生
が
東
北
に
旅
を
す
る
と
き

に
、
藩
の
方
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
待
て
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
や
む
に
や
ま
れ
ず
無

視
し
て
出
て
き
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
は
当
時
の
こ
と
で
す
か
ら
処
罰
さ
れ

ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
栗
原
良
三
が
そ
れ
を
い
ろ
い
ろ
言
い
繕
っ
て
助
け
て
く
れ
る
わ
け
で
す
。

そ
し
て
か
ば
っ
て
く
れ
た
人
な
の
で
す
。
た
だ
こ
の
人
は
文
久
二
年
に
三
十
二
歳
で
亡
く
な
っ
て



し
ま
い
ま
す
が
、
松
陰
先
生
と
は
肝
胆
相
照
ら
し
た
友
人
で
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
栗
原
良
三
に

出
し
た
手
紙
に
こ
う
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

客
冬
水
府
に
遊
ぶ
や
、
首
め
て
會
澤
・
豊
田
の
諸
子
に
踵
り
て
、
其
の
語
る
所
を
聴
き
、
輙

ち
嘆
じ
て
曰
く

私
は
、
こ
の
前
の
冬
に
、
水
戸
に
遊
学
致
し
ま
し
た
が
、
初
め
て
會
澤
正
志
齋
、
豊
田
天
功
を
訪

ね
て
、
そ
の
語
る
所
を
聞
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
度
ご
と
に
び
っ
く
り
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
次
が
重
要
な
の
で
す
が
、

「
身
皇
国
に
生
ま
れ
て
、
皇
国
の
皇
国
た
る
所
以
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
何
を
以
て
か
天
地
に
立

た
ん
」
と
。
帰
る
や
急
に
六
國
史
を
取
り
て
之
れ
を
読
む
。

こ
の
よ
う
に
出
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
判
断
し
ま
す
と
、
実
は
松
陰
先
生
歴
史
は
あ
ま
り
知

ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
水
戸
に
行
っ
た
ら
、
日
本
の
国
家
の
成
立
や
日
本
の
国
家
の
理

想
に
つ
い
て
聞
き
知
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
自
分
は
そ
れ
に
つ
い
て
良
く
知
ら
な
か
っ
た
も
の

で
す
か
ら
、
急
い
で
帰
っ
て
六
國
史
を
読
ん
だ
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、

古
　
聖
天
子
蠻
夷
を
懾
服
す
る
の
雄
略
を
觀
る
毎
に
、
又
嘆
じ
て
曰
く
、
「
是
れ
固
に
皇
国

た
る
所
以
な
り
」

日
本
が
日
本
で
あ
る
所
以
は
な
ん
だ
。
こ
こ
で
初
め
て
歴
史
を
読
ん
で
わ
か
っ
た
。
こ
う
い
う
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

必
ず
抄
出
し
て
以
て
考
索
に
便
に
す
、
鹵
莽
の
甚
し
き
と
雖
も
、
亦
已
に
一
週
を
卒
ふ
。
続

い
て
蒲
生
氏
の
職
官
志
を
読
み
、
又
古
聖
朝
廷
の
官
を
設
け
職
を
命
ず
る
の
概
、
云
々
。

と
出
て
ま
い
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
歴
史
を
読
み
、
そ
の
律
令
制
の
職
官
に
つ
い
て
研
究
し
、
そ

し
て
自
分
が
日
本
の
国
家
の
こ
と
に
付
い
て
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
一
所
懸
命
勉
強
し
た
。
と
い

う
こ
と
が
こ
の
「
栗
原
良
三
に
復
す
る
書
」
の
な
か
に
ハ
ッ
キ
リ
と
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。
で
す

か
ら
松
陰
先
生
が
日
本
に
目
覚
め
、
日
本
人
と
し
て
そ
の
確
信
を
持
っ
た
の
は
會
澤
先
生
の
所
へ

訪
ね
て
、
そ
の
教
え
を
請
う
て
か
ら
な
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
ま
い
り
ま
す
と
、
吉
田
松
陰
と
い
い
、
真
木
和
泉
守
と
い
い
、
我
が
国
を
明

治
維
新
へ
と
大
き
く
動
か
し
た
人
物
は
會
澤
先
生
に
学
ば
れ
ま
し
た
。
藩
と
し
て
実
際
に
動
か
し

た
の
は
長
州
で
す
。
薩
摩
と
会
津
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
当
時
に
於
い
て
日
本
を
大
き

く
動
か
し
た
の
は
長
州
な
の
で
す
。
そ
の
長
州
に
関
わ
っ
た
の
が
真
木
和
泉
守
で
あ
り
ま
す
。
で

す
か
ら
実
際
の
仕
事
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
人
の
右
に
出
る
者
は
い
な
い
。
こ
れ
が
明
治
維
新
を

導
き
だ
す
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
に
対
し
て
影
響
力
を
与
え
た
と
い
う
の
は
會
澤
先
生
な
の
で
す
。

そ
し
て
そ
の
會
澤
先
生
が
教
え
を
頂
い
た
の
が
幽
谷
先
生
で
、
そ
の
幽
谷
先
生
が
ど
の
よ
う
に
教

育
さ
れ
た
か
を
記
録
し
た
も
の
、
そ
れ
が
今
日
お
話
し
致
し
ま
す
『
及
門
遺
範
』
な
の
で
す
。
會

澤
先
生
の
『
新
論
』
は
、
幽
谷
先
生
こ
れ
を
見
ま
し
た
時
に
大
変
感
嘆
を
致
し
ま
し
た
。
幽
谷
先



生
が
江
戸
に
お
ら
れ
た
時
で
あ
り
ま
し
て
、
文
政
九
年
で
す
。
こ
れ
が
書
か
れ
ま
し
た
の
が
文
政

八
年
で
す
。
そ
の
時
に
こ
れ
を
東
湖
先
生
に
読
ま
せ
る
わ
け
な
の
で
す
。
そ
し
て
一
篇
が
終
わ
る

毎
に
感
嘆
を
致
し
ま
し
て
、
「
自
分
は
も
う
年
を
取
っ
て
し
ま
っ
て
、
普
段
の
志
を
書
物
に
著
す

と
い
う
こ
と
は
も
う
で
き
な
い
。
し
か
し
、
會
澤
が
こ
の
よ
う
な
見
事
な
著
述
を
し
た
の
で
、
も

う
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
。
」
と
い
う
ふ
う
に
述
べ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
で
す
か
ら
幽
谷
先
生
の
事
業
、
こ
れ
を
煮
詰
め
た
も
の
が
『
新
論
』
で
あ
る
と
い
っ
て
差
し
支

え
な
い
と
思
い
ま
す
。
当
時
の
尊
皇
攘
夷
論
で
あ
り
一
大
革
新
論
、
そ
れ
が
『
新
論
』
で
あ
り
ま

す
が
、
し
か
し
そ
の
根
本
の
所
、
一
番
大
事
な
所
を
形
成
し
た
の
は
、
『
及
門
遺
範
』
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
所
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
今
日
は
拝
読
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
及
門
遺
範
（
抄
）

　
語
に
曰
く
、
「
先
進
の
礼
楽
に
於
け
る
、
野
人
な
り
。
後
進
の
礼
楽
に
於
け
る
、
君
子
な

り
。
」
と
。
蓋
し
孔
門
の
諸
弟
子
聖
人
に
親
炙
し
て
、
同
じ
く
循
誘
の
訓
を
受
く
。
徳
を
成

し
材
を
達
す
、
彬
彬
た
る
君
子
宜
し
く
先
後
の
異
な
る
無
き
が
ご
と
く
な
る
べ
し
。
然
れ
ど

も
質
よ
り
文
に
趨
く
は
古
今
の
常
勢
、
聖
人
を
以
て
之
を
視
れ
ば
、
亦
小
變
無
き
こ
と
能
は

ず
。
三
十
年
を
一
世
と
爲
す
。
則
ち
其
の
先
後
有
る
、
今
猶
ほ
古
の
如
し
、
何
ぞ
獨
り
聖
門

を
然
り
と
せ
ん
や
。
安
嘗
て
藤
先
生
の
門
に
遊
ぶ
。
固
よ
り

劣
寡
陋
何
ぞ
敢
て
自
ら
先
進

に
比
せ
ん
。
然
れ
ど
も
幼
よ
り
従
遊
し
、
歳
月
尤
も

く
、
幸
に
先
生
人
に
誨
ふ
る
の
始
終

を
聞
見
す
る
を
得
た
り
。
今
や
先
生
を
見
ざ
る
こ
と
ま
た
已
に
久
し
。
而
し
て
安
も
亦
老

憊
、
竊
に
恐
る
、
先
生
教
養
の
遺
範
、
後
輩
或
い
は
未
だ
之
を
詳
か
に
せ
ざ
る
を
。
廼
ち
及

門
の
日
親
炙
聞
見
す
る
所
の
者
を
録
し
て
、
以
て
他
日
の
一
考
に
備
ふ
。
若
し
夫
れ
先
生
家

庭
の
訓
は
、
則
ち
斌
卿
固
よ
り
既
に
紹
述
餘
有
り
。
安
が
論
列
を
待
た
ず
。

こ
れ
が
序
論
で
す
。
幽
谷
先
生
が
ど
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
た
か
、
指
導
さ
れ
た
か
、
そ
れ
を
言
わ

れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
次
に
第
一
条
を
読
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
つ
、
先
生
の
人
を
教
ふ
る
、
専
ら
忠
孝
に
在
り
。
蓋
し
先
生
至
性
純
孝
、
而
し
て
慷
慨

義
を
好
む
。
其
の
幼
な
る
や
善
く
親
に
事
ヘ
、
弱
冠
喪
に
居
り
疾
痛
悲
哀
、
心
制
を
持
す
る

こ
と
三
年
。
書
を
著
し
て
古
今
喪
を
執
る
の
得
失
を
論
ず
。
門
人
受
讀
、
往
往
之
に
倣
い
三

年
の
哀
を
盡
す
。
其
の
孝
を
推
し
て
以
て
人
に
及
ぼ
す
こ
と
此
の
如
し
。
忠
義
も
亦
天
性
に

出
づ
。
成
童
、
保
建
大
記
を
讀
み
、
憤
發
興
起
此
よ
り
讀
書
を
好
む
こ
と
他
日
に
倍
せ
り
。

十
八
歳
正
名
論
を
著
し
、
君
臣
の
大
義
を
言
ふ
。
其
の
子
弟
を
教
ふ
る
、
忠
孝
を
以
て
す
る

は
此
に
本
づ
く
り
な
り
。



第
二
条
に
進
み
ま
す
。

　
一
つ
、
先
生
尤
も
君
臣
の
義
を
重
ん
ず
。
恒
に
人
に
語
り
て
曰
く
、
「
天
祖
を
垂
れ
給

ひ
、
天
孫
継
承
、
三
器
を
奉
じ
て
以
て
宇
内
に
照
臨
し
給
ふ
。
皇
統
緜
緜
天
壌
と
窮
り
な

し
。
實
に
天
祖
の
命
じ
給
ふ
所
の
如
し
。
是
神
州
の
四
海
萬
國
に
冠
た
る
所
以
な
り
。
天
祖

　
天
孫
固
よ
り
天
と
一
な
り
。
世
世
相
襲
ひ
、
天
津
日
高
と
號
し
、
騰
極
之
を
　
日
嗣
と
謂

ふ
。
神
天
合
一
、
殷
周
天
に
配
す
る
尚
ほ
天
と
二
た
る
を
免
れ
ざ
る
者
と
同
じ
か
ら
ず
。
」

と
。
先
生
國
體
を
論
ず
る
、
其
の
大
旨
此
の
如
し
。
蓋
し
　
義
公
の
遺
意
を
奉
ず
と
云
ふ
。

而
し
て
近
時
　
皇
國
学
と
稱
す
る
者
、
荒
唐
不
經
の
談
は
、
則
ち
亦
取
ら
ざ
る
所
な
り
。

こ
れ
が
第
二
条
で
す
。
次
が
第
三
条
で
す
。

　
一
つ
、
世
俗
儒
を
業
と
す
る
者
、
久
し
く
五
山
僧
徒
の
陋
習
を
承
け
、
幼
童
を
し
て
先
づ

文
選
を
誦
せ
し
む
。
先
生
は
則
ち
先
づ
孝
經
を
授
け
、
之
に
次
ぐ
に
四
書
五
經
を
以
て
す
。

（
四
書
五
經
の
目
、
後
人
論
ず
る
所
に
出
づ
。
先
生
幼
童
に
授
け
て
之
を
讀
む
は
、
姑
く
時

俗
の
習
熟
す
る
所
に
従
ひ
、
苟
も
崖
異
を
爲
す
を
欲
せ
ざ
る
な
り
。
）
時
時
習
讀
の
中
に
於

て
、
其
の
喩
し
易
き
者
一
二
件
を
取
り
、
軽
軽
開
説
、
句
讀
稍
稍
熟
し
、
略
文
義
を
暁
る
に

比
び
、
乃
ち
之
を
し
て
史
記
・
左
傳
・
國
語
・
漢
書
等
を
讀
ま
し
む
。
其
の
心
志
を
興
起
す

べ
き
者
有
る
に
遇
へ
ば
、

講
解
、
人
を
し
て
倦
む
こ
と
を
知
ら
ざ
ら
し
む
。
時
に
前
賢

の
詩
文
を
吟
誦
し
、
以
て
其
の
志
気
を
感
發
す
。
或
は
古
今
の
嘉
言
懿
行
禮
樂
制
度
政
教
刑

兵
措
置
の
得
失
、
君
臣
父
子
の
名
文
恩
義
、
四
海
萬
國
の
形
成
變
革
、
華
夷
内
外
の
辨
を
談

論
し
、
一
一
指
示
し
、
其
の
憤
俳
に
因
り
て
之
を
啓
發
す
。
其
の
經
を
講
ず
る
や
、
務
め
て

大
義
を
明
か
に
し
、
徳
行
事
業
を
合
し
て
一
と
爲
す
。
人
を
し
て
自
ら
聖
賢
の
區
畫

籥
の

中
に
入
り
、
識
見
日
に
開
け
て
自
ら
知
ら
ざ
ら
し
む
。
先
生
人
を
誨
ふ
る
の
次
序
、
大
要
此

の
如
し
。
然
れ
ど
も
徳
を
成
し
材
を
達
す
る
、
皆
其
の
人
の
資
質
に
因
り
、
必
ず
し
も
一
律

に
現
規
せ
ざ
る
な
り
。

次
に
通
釈
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
序
文
か
ら
ま
い
り
ま
す
。

「
語
に
曰
く
」
と
申
し
ま
す
の
は
、
こ
れ
は
『
論
語
』
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
『
論
語
』
の
先
進

篇
に
出
て
ま
い
り
ま
し
て
、
「
先
進
の
礼
楽
に
於
け
る
、
野
人
な
り
。
後
進
の
礼
楽
に
於
け
る
、

君
子
な
り
。
」
こ
の
よ
う
に
で
て
ま
い
り
ま
す
。
先
進
と
い
い
ま
す
の
は
先
輩
で
す
。
後
進
は
後

輩
。
孔
子
の
門
人
に
は
先
輩
後
輩
が
あ
り
ま
す
が
、
孔
子
が
評
価
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、



先
輩
は
精
神
を
主
と
す
る
。
だ
か
ら
表
面
は
野
人
の
如
く
見
え
る
。
後
進
は
形
式
に
目
を
付
け

る
。
だ
か
ら
表
面
は
君
子
の
よ
う
に
見
え
る
。
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
こ
れ
は
次
の
所
に
掛

か
っ
て
き
ま
し
て
、
「
蓋
し
孔
門
の
諸
弟
子
聖
人
に
親
炙
し
て
、
同
じ
く
循
誘
の
訓
を
受
く
」
孔

子
は
同
じ
よ
う
に
、
皆
弟
子
を
教
え
る
わ
け
で
す
が
、
し
か
し
そ
の
教
え
方
も
親
し
く
、
し
か
も

相
手
に
よ
っ
て
適
切
に
教
え
を
施
す
。
そ
し
て
「
徳
を
成
し
材
を
達
す
」
そ
の
目
的
は
色
々
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
教
え
方
が
違
う
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
持
っ
て
い
る
も
の
を
十

分
引
き
出
し
て
、
そ
し
て
人
格
の
形
成
を
さ
せ
る
わ
け
で
す
。
「
彬
彬
た
る
君
子
宜
し
く
先
後
の

異
な
る
無
き
が
ご
と
く
な
る
べ
し
」
形
式
と
精
神
と
両
方
備
わ
っ
て
い
る
の
を
彬
彬
（
ひ
ん
ぴ

ん
）
と
い
う
わ
け
で
す
が
、
十
分
に
孔
子
が
教
え
を
ほ
ど
こ
し
て
、
皆
同
じ
よ
う
に
教
え
ら
れ
て

い
る
は
ず
だ
。
先
輩
も
後
輩
も
無
く
、
皆
等
し
く
君
子
た
る
の
教
え
を
受
け
て
い
る
は
ず
だ
。
し

か
し
、
実
際
に
は
「
然
れ
ど
も
質
よ
り
文
に
趨
く
は
古
今
の
常
勢
」
ど
う
し
て
も
、
形
式
と
い
う

も
の
が
中
心
に
な
っ
て
、
実
質
と
い
う
も
の
が
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
。
そ
う
い
う
の
が
実
際
の
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
、
で
す
か
ら
同
じ
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
孔
子
か
ら
見
れ
ば
、
ま
た
そ
こ
に

変
化
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
や
む
を
え
な
い
、
そ
れ
が
「
聖
人
を
以
て
之
を
視
れ
ば
、
亦
小
變
無

き
こ
と
能
は
ず
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
「
三
十
年
を
一
世
と
爲
す
。
則
ち
其
の
先
後
有
る
、

今
猶
ほ
古
の
如
し
、
何
ぞ
獨
聖
門
を
然
り
と
せ
ん
や
」
三
〇
年
経
つ
と
一
代
か
わ
る
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
先
輩
と
後
輩
に
変
化
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
今
も
昔
も
同
じ
よ
う
で
あ
り
ま
す
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
こ
か
ら
ま
た
會
澤
先
生
の
判
断
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
孔
子
の

門
下
が
そ
う
で
あ
り
ま
す
の
で
、
尚
、
會
澤
先
生
の
こ
の
時
代
、
そ
れ
は
当
然
そ
う
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
や
は
り
形
式
と
い
う
も
の
が
、
主
に
な
っ
て
、
実
質
と
い
う
も
の
が
、
や
や
忘
れ
去
ら

れ
る
と
い
う
よ
う
な
所
が
あ
る
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
な
の
で
す
。
孔
子
の
門
下
だ
け
が
そ
う
で
は

な
い
。
実
際
に
皆
そ
う
で
あ
る
。
こ
う
い
う
こ
と
で
す
。
「
安
嘗
て
藤
先
生
の
門
に
遊
ぶ
」
私

が
、
幽
谷
先
生
の
門
に
入
り
ま
し
て
、
そ
し
て
教
え
を
受
け
ま
し
た
が
、
「
固
よ
り

劣
寡
陋
」

せ
ん
と
い
う
の
は
浅
い
と
い
う
字
と
同
じ
意
味
で
す
。
徳
が
少
な
く
て
狭
い
。
そ
の
よ
う
な
意
味

で
す
。
「
何
ぞ
敢
て
自
ら
先
進
に
比
せ
ん
」
ど
う
し
て
自
分
自
身
を
そ
う
い
う
先
輩
に
比
べ
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
、
い
や
で
き
ま
せ
ん
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
然
れ
ど
も
幼
よ

り
従
遊
し
、
歳
月
尤
も

（
は
や
）
く
」
は
し
か
し
、
幼
き
時
か
ら
東
湖
先
生
の
教
え
を
受
け
て

い
る
も
の
で
す
か
ら
、
と
い
ふ
意
味
で
す
。

と
い
う
字
は
異
体
字
の
よ
う
で
あ
り
ま
し
て
、
の

み
が
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
跳
ね
る
の
が
速
い
の
で
こ
れ
を
は
や
く
と
い
う
よ
う
に
読
ん
で
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
義
公
の
「
梅
里
先
生
碑
文
」
の
中
に
は
蚤
と
出
て
ま
い
り
ま
す
。
「
幸
に
先
生
人

に
誨
ふ
る
の
始
終
を
聞
見
す
る
を
得
た
り
」
先
生
に
幼
い
頃
か
ら
付
き
従
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
教
え
の
一
部
始
終
を
、
私
は
見
て
お
り
ま
す
。
一
番
古
い
の
で
、
一
通
り
は
見
聞
き
を
し
て

お
り
ま
す
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
今
や
先
生
を
見
ざ
る
こ
と
ま
た
已
に
久
し
」
と
こ
ろ
が
、
今



先
生
す
で
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
今
や
と
い
う
の
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
の

こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
て
、
も
う
二
十
四
年
の
歳
月
が
過
ぎ

去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
而
し
て
安
も
亦
老
憊
、
竊
に
恐
る
、
先
生
教
養
の
遺
範
、
後
輩
或
い

は
未
だ
之
を
詳
か
に
せ
ざ
る
を
」
で
す
か
ら
、
こ
の
私
も
大
変
年
を
取
り
ま
し
て
疲
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
の
で
、
幽
谷
先
生
が
色
々
教
え
て
下
さ
っ
た
、
弟
子
を
育
て
る
そ
の
や
り
か
た
、
そ
う
い

う
も
の
に
付
い
て
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
そ
う
い
う
こ
と
を
大
変
恐
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
こ
れ
は
後
世
の
模
範
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
判
断
が
會
澤
先

生
に
は
あ
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
そ
れ
を
ど
う
し
て
も
こ
こ
で
残
し
て
お
き
た
い
と
い
う
わ
け

な
の
で
す
。
「
廼
ち
及
門
の
日
親
炙
聞
見
す
る
所
の
者
を
録
し
て
、
以
て
他
日
の
一
考
に
備
ふ
」

知
ら
な
い
人
も
い
る
し
、
後
輩
も
ま
た
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
と
も
限
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
を
一
々

記
録
し
ま
し
て
他
日
に
備
え
た
い
と
思
い
ま
す
、
こ
う
い
う
こ
と
で
す
。
「
若
し
夫
れ
先
生
家
庭

の
訓
は
」
幽
谷
先
生
の
ご
家
庭
の
教
育
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
「
則
ち
斌
卿
固
よ
り
既
に
紹
述
餘

有
り
。
安
が
論
列
を
待
た
ず
。
」
東
湖
先
生
が
す
で
に
述
べ
て
い
る
所
で
あ
り
ま
し
て
、
私
が

一
々
そ
れ
を
言
う
べ
き
筋
合
い
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
斌
卿
と
い
う
の
は
東

湖
先
生
の
こ
と
で
す
が
、
斌
と
い
う
字
は
文
武
と
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
東
湖
先
生
は
、
文
武

併
せ
る
と
い
う
こ
と
を
名
前
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
文
武
一
致
の
思
想
が
こ
こ
に
出
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
東
湖
先
生
が
青
山
雲
龍
と
い
う
人
に
与
え
た
書
の
中
に
も
、
文
武
一
致
で
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
出
て
ま
い
り
ま
す
し
、
『
弘
道
館
記
』
で
も
「
忠
孝
二

な
く
文
武
岐
れ
ず
」
と
で
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
水
戸
の
思
想
と
い
う
も
の
は
、
幽
谷
先
生
の
中

に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
文
武
一
致
と
言
い
ま
す
の
は

今
風
に
言
い
ま
す
と
、
文
と
い
う
の
は
、
人
た
る
の
道
を
あ
き
ら
か
に
す
る
、
こ
れ
が
文
で
す
。

武
は
そ
れ
を
実
行
す
る
、
如
何
な
る
困
難
も
打
ち
破
っ
て
実
行
す
る
、
こ
れ
が
武
で
す
。
で
す
か

ら
道
を
明
ら
か
に
し
て
真
っ
直
ぐ
進
ん
で
い
く
。
こ
う
い
う
こ
と
が
東
湖
先
生
の
御
名
前
の
中
に

あ
る
わ
け
な
の
で
す
。
『
及
門
遺
範
』
第
十
一
条
に
も
「
一
つ
、
先
生
思
へ
ら
く
、
古
は
文
武
一

途
、
未
だ
嘗
て
別
て
以
て
二
と
な
さ
ず
」
と
で
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
第
一
条
で
す
が
、

「
一
つ
、
先
生
の
人
を
教
ふ
る
」
こ
れ
は
幽
谷
先
生
が
な
に
を
最
も
大
事
だ
と
考
え
た
か
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。
先
ず
第
一
条
に
、
「
専
ら
忠
孝
に
在
り
」
そ
れ
は
忠
孝
で
あ
る
、
こ
う
い
っ
て

お
り
ま
す
。
「
蓋
し
先
生
至
性
純
孝
」
幽
谷
先
年
は
大
変
素
直
で
、
し
か
も
親
孝
行
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
生
ま
れ
っ
き
素
直
で
あ
る
。
「
而
し
て
慷
慨
義
を
好
む
」
そ
し
て
義
を
好
ま
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
「
其
の
幼
な
る
や
善
く
親
に
事
ヘ
、
弱
冠
喪
に
居
り
疾
痛
悲
哀
、
心
制
を
持

す
る
こ
と
三
年
。
書
を
著
し
て
古
今
喪
を
執
る
の
得
失
を
論
ず
」
。
幼
い
時
か
ら
大
変
良
く
親
に

仕
え
て
、
親
孝
行
で
あ
り
ま
す
。
弱
冠
と
い
う
の
は
二
十
歳
の
こ
と
を
申
し
ま
す
が
、
幽
谷
先
生



は
そ
の
前
に
お
父
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
は
か
な
ら
ず
し
も
二
十
歳
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
変
悲
し
み
ま
し
て
、
喪
に
服
す
る
事
三
年
、
古
か
ら
親
の
喪
に
服
し

た
人
を
調
べ
て
、
そ
の
態
度
の
善
し
悪
し
を
書
に
著
さ
れ
た
の
で
す
。
「
門
人
受
讀
、
往
往
之
に

倣
い
、
三
年
の
哀
を
盡
す
」
門
人
は
そ
の
先
生
の
著
さ
れ
た
も
の
を
受
け
取
っ
て
、
そ
れ
に
倣
っ

て
、
三
年
の
喪
を
つ
く
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
「
其
の
孝
を
推
し
て
以
て
人
に
及
ぼ
す
こ
と
此

の
如
し
」
で
す
か
ら
、
幽
谷
先
生
は
、
門
人
に
ま
で
、
親
孝
行
を
教
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の

で
す
。
こ
れ
は
『
孝
経
』
を
非
常
に
大
事
に
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

と
も
関
連
す
る
と
思
い
ま
す
。
「
忠
義
も
亦
天
性
に
出
づ
」
。
国
に
対
す
る
忠
義
、
こ
れ
も
ま
た

生
ま
れ
つ
き
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
「
成
童
、
保
建
大
記
を
讀
み
、
憤
發
興
起
此
よ
り
讀
書
を
好

む
こ
と
他
日
に
倍
せ
り
」
成
童
と
申
し
ま
す
の
は
、
十
五
歳
の
こ
と
で
す
。
十
五
歳
で
、
栗
山
濳

鋒
著
す
所
の
『
保
建
大
記
』
を
読
ん
で
、
非
常
に
発
奮
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
読
ん
で
か

ら
、
本
を
読
む
こ
と
は
他
日
以
上
で
あ
り
ま
し
て
、
大
変
発
奮
さ
れ
た
様
子
が
、
こ
こ
に
伺
わ
れ

ま
す
。
こ
の
『
保
建
大
記
』
と
い
う
の
は
一
体
ど
う
い
う
本
か
と
い
い
ま
す
と
、
栗
山
濳
鋒
と
い

う
方
が
著
さ
れ
た
も
の
で
す
。
時
代
は
保
元
の
乱
（
一
一
五
六
）
か
ら
建
久
三
年
（
一
一
九
二)

の

こ
と
で
す
か
ら
、
保
元
と
建
久
を
と
り
ま
し
て
『
保
建
大
記
』
と
申
し
ま
す
。
も
と
も
と
は
『
保

平
綱
史
』
と
言
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
保
元
の
乱
以
後
に
、
皇
室
の
力
が
弱
ま
り
ま
し
て
、
頼
朝

が
幕
府
を
開
く
の
が
建
久
三
年
で
す
か
ら
、
そ
の
三
十
八
年
の
間
に
起
こ
っ
た
こ
と
、
出
来
事
を

と
り
あ
げ
ま
し
て
、
そ
れ
を
論
評
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
拝
読
し
ま
す
と
非
常
に
厳
し

い
も
の
で
す
。
結
局
な
ぜ
そ
れ
を
著
し
た
か
と
い
い
ま
す
と
、
こ
の
栗
山
濳
鋒
は
、
王
政
復
古
を

念
願
し
た
た
め
で
あ
り
ま
す
。
尚
仁
親
王
と
い
う
方
に
お
仕
え
す
る
わ
け
な
の
で
す
が
、
こ
れ
は

後
西
天
皇
の
皇
子
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
尚
仁
親
王
に
こ
れ
を
呈
し
て
、
歴
史
の
、
一
体
い
か
な
る

こ
と
が
正
し
い
こ
と
で
、
如
何
な
る
こ
と
が
正
し
く
な
い
こ
と
で
あ
る
か
。
こ
れ
を
保
元
の
乱
か

ら
三
十
八
年
に
わ
た
る
歴
史
の
中
で
、
具
体
的
に
正
邪
を
論
じ
た
、
そ
の
よ
う
な
書
物
で
あ
り
ま

す
。
要
す
る
に
君
臣
間
の
得
失
、
政
治
の
利
害
得
失
、
正
し
い
か
正
し
く
な
い
か
と
い
う
こ
と
を

は
っ
き
り
と
書
い
た
と
い
う
点
で
、
非
常
な
書
物
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
容
を
見
ま
す
と
、

臣
愿
曰
く
、
臣
の
君
に
於
け
る
、
子
の
父
に
於
け
る
、
所
在
に
死
を
致
す
の
み
。
義
朝
、
勤

王
の
日
に
当
た
り
て
、
父
に
抗
せ
ざ
る
を
得
ず
。
寧
ろ
地
を
欧
く
の
趙
苞
た
る
も
、
心
を
指

す
の
徐
庶
た
る
可
か
ら
ず
。
禍
乱
既
に
平
ぎ
、
其
の
父
、
我
に
帰
す
。
豈
、
其
の
子
従
り
て

之
を
殺
す
の
道
有
ら
ん
や
。
君
命
に
方
ひ
、
与
に
倶
に
鼎
钁
に
就
く
と
雖
も
、
可
な
り
。

趙
苞
と
い
う
人
物
は
『
後
漢
書
』
の
中
に
出
て
ま
い
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
が
、
異
民
族
鮮
卑
に
捕

ま
り
ま
し
て
、
人
質
に
な
っ
た
の
で
す
。
人
質
に
と
ら
れ
た
の
で
、
悩
む
わ
け
で
す
。
お
母
さ
ん

は
自
分
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
も
良
い
か
ら
、
攻
め
な
さ
い
と
い
う
の
で
、
鮮
卑
を
滅
ぼ
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
母
は
殺
さ
れ
ま
し
た
の
で
そ
の
後
、
趙
苞
は
罪
を
謝
し
お
母
さ
ん
の
お



墓
の
前
で
血
を
吐
い
て
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
徐
庶
と
い
う
人
、
こ
れ
は
『
三
国

志
』
の
「
諸
葛
亮
伝
」
に
出
て
く
る
人
物
で
あ
り
ま
し
て
、
劉
備
玄
徳
の
家
臣
で
す
。
彼
も
お
母

さ
ん
が
や
は
り
敵
に
捕
ら
え
ら
れ
た
。
曹
操
に
捕
ら
え
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
徐
庶
は
お
母
さ
ん

を
取
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
曹
操
に
屈
伏
し
た
。
し
か
し
そ
れ
を
恥
じ
た
母
は
自
殺
し
て
し

ま
っ
た
。
こ
う
い
う
故
事
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
義
朝
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
お
父
さ
ん

が
為
朝
、
保
元
の
乱
で
為
朝
を
、
命
ぜ
ら
れ
て
切
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
子
供
が
親
を
殺
す
。

清
盛
も
叔
父
さ
ん
の
忠
正
を
殺
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
し
て
、
そ
の
点
を
、
栗
山
濳
鋒
は
、
ど
う
判
断
し
た
か
。
為
朝
は
ま
だ
生
き
て
い
る
わ
け
で
す

か
ら
、
軍
事
的
な
決
着
は
着
い
た
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
そ
れ
以
上
に
父
を
殺
す
と
い
う
こ
と
が

で
き
よ
う
か
。
そ
れ
は
人
の
や
る
こ
と
で
は
な
い
。
命
に
背
い
て
父
を
助
け
る
。
も
し
そ
れ
が
だ

め
な
ら
、
一
緒
に
釜
茹
で
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
は
仕
方
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
判
断
で

す
。
で
す
か
ら
、
子
が
父
を
殺
す
な
ど
と
い
う
こ
と
は
や
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
の
が
こ

の
判
断
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
『
保
建
大
記
』
に
は
出
て
く
る
の
で
す
。
又
そ
れ
以
外
の
所

で
言
い
ま
す
と
、

今
、
叔
、
姪
を
以
て
父
と
為
し
、
少
、
長
を
以
て
子
と
為
す
は
、
則
と
父
、
父
た
ら
ず
、

子
、
子
た
ら
ざ
る
な
り
。
何
を
以
て
臣
の
臣
た
ら
ざ
る
を
防
が
ん
や
。
是
の
故
に
、
赫
々
た

る
邦
則
、
父
子
相
紹
ぐ
を
重
ん
ず
る
は
、
君
臣
を
厳
に
す
る
所
以
な
り
。

「
今
、
叔
、
姪
を
以
て
父
と
為
し
」
と
い
う
の
は
、
八
十
代
高
倉
天
皇
と
七
十
九
代
の
六
条
天
皇

の
問
題
な
の
で
す
。
高
倉
天
皇
が
三
歳
御
年
上
で
す
。
そ
れ
が
御
年
下
の
六
条
天
皇
を
父
と
な
す

と
い
う
こ
と
は
、
要
す
る
に
、
六
条
天
皇
の
後
高
倉
天
皇
が
即
位
さ
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
で
年
上

が
子
で
年
下
が
父
で
あ
る
と
い
う
建
前
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
は
父
子
の
年
が
逆
転
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
ま
た
そ
れ
も
有
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
父
は
父
で
あ
り
、
子
は

子
で
あ
る
、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
も
し
そ
れ
が
逆
転
す
れ
ば
、
い
っ
た
い
ど

う
し
て
君
君
た
ら
ず
と
も
臣
臣
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
い
う
人
倫
の
大
道
を
守
る
こ
と
が
で
き
よ

う
か
。
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
『
父
子
相
紹
ぐ
を
重

ん
ず
る
』
こ
の
と
こ
ろ
に
言
い
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
非
常
に
厳
し
い
判
断
で
す
。

そ
れ
か
ら
次
に
ま
い
り
ま
す
と
、

臣
愿
曰
く
、
華
、
夷
、
何
の
常
か
之
れ
有
ら
ん
。
華
に
し
て
夷
の
礼
を
用
ふ
れ
ば
、
則
ち
夷

な
り
。
夷
に
し
て
華
に
進
ま
ば
、
則
ち
之
を
華
と
す
。
源
親
房
も
亦
曰
く
、
「
彼
、
我
を
以

て
東
夷
と
為
す
は
、
猶
ほ
我
、
彼
を
以
て
西
蕃
と
為
す
ご
と
き
な
り
」
と
。

華
と
い
う
の
は
こ
こ
で
は
文
明
国
の
こ
と
か
思
い
ま
す
。
夷
は
野
蛮
国
で
す
。
こ
の
区
別
は
一

体
、
一
定
の
基
準
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。
そ
れ
は
無
い
。
文
明
国
で
あ
っ
て
も
野
蛮
人
の
風
習
を

用
い
た
ら
夷
で
あ
る
。
野
蛮
人
で
あ
っ
て
も
優
れ
た
文
明
を
取
り
入
れ
た
ら
、
こ
れ
は
文
明
国
で



あ
る
。
北
畠
親
房
公
が
言
う
に
は
、
例
え
ば
、
支
那
が
我
々
を
東
夷
と
い
う
。
こ
れ
は
歴
史
上
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
逆
に
我
々
か
ら
見
れ
ば
、
向
こ
う
が
西
蕃
で
あ
る
。
要
す
る
に
自
分

が
中
心
で
あ
る
。
こ
れ
が
正
し
い
判
断
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
こ
の
『
保
建

大
記
』
に
説
く
と
こ
ろ
は
、
君
臣
の
義
華
夷
の
弁
な
の
で
す
。
こ
れ
を
幽
谷
先
生
が
読
ま
れ
る
わ

け
で
す
。
そ
し
て
自
ら
の
精
神
を
鍛
え
ら
れ
た
。
そ
れ
が
『
保
建
大
記
』
と
い
う
書
物
で
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
『
保
建
大
記
』
の
精
神
は
幽
谷
先
生
に
伝
わ
る
。
幽
谷
先
生
は
會
澤
先
生

に
伝
え
、
會
澤
先
生
は
真
木
和
泉
守
や
吉
田
松
陰
に
伝
え
る
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
ハ
ッ
キ
リ
と

お
分
か
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
先
程
の
所
に
も
ど
り
ま
す
が
、
「
保
建
大
記
を
讀
み
憤
發
興
起
」
と
い
う
意
味
が

良
く
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
『
及
門
遺
範
』
の
続
き
で
す
が
、
「
十
八
歳
正

名
論
を
著
し
、
君
臣
の
大
義
を
言
ふ
。
其
の
子
弟
を
教
ふ
る
、
忠
孝
を
以
て
す
る
は
此
に
本
づ
く

り
な
り
」
十
八
歳
で
正
名
論
を
著
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
ま
た
大
変
な
事
で
あ
り
ま

し
て
、
松
平
定
信
が
、
幽
谷
先
生
が
神
童
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ど
こ
か
か
ら
聞
い
て
、
何
か
文

章
を
作
っ
て
こ
い
と
い
う
わ
け
な
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
命
に
よ
っ
て
作
っ
た
の
が
『
正
名
論
』

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
そ
の
先
生
の
立
原
翠
軒
が
、
ど
う
も
握
り
潰
し
た
よ
う
で
あ
り
ま
す

が
、
『
正
名
論
』
の
文
章
は
、
堂
々
た
る
文
章
で
、
神
童
と
い
わ
れ
る
の
も
む
べ
な
る
か
な
と
い

う
気
が
い
た
し
ま
す
。

　
正
名
論

甚
矣
、
名
分
之
於
天
下
國
家
、
不
可
不
正
且
嚴
也
。
其
猶
天
地
之
不
可
易
邪
。
有
天
地
、
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
レ
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
一
レ
　
レ
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
一

後
有
君
臣
。
有
君
臣
、
然
後
有
上
下
。
有
上
下
、
然
後
禮
義
有
所
措
。
苟
君
臣
之
名
不
正
、

　
　
　
二
　
　
　
一
　
　
　
二
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
一
　
　
二
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

而
上
下
之
分
不
嚴
、
則
尊
卑
易
位
、
貴
賤
失
所
、
強
凌
弱
、
衆
暴
寡
、
亡
無
日
矣
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
レ

故
孔
子
曰
、
「
必
也
正
名
乎
。
名
不
正
、
則
言
不
順
。
言
不
順
、
則
事
不
成
。
事
不
成
、
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　

禮
樂
不
興
、
則
刑
罰
不
中
。
刑
罰
不
中
、
則
民
無
所
措
手
足
。
」
周
之
方
衰
也
、
強
覇
更

　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
レ
　
二
　
　
　
一

起
、
列
國
力
争
、
王
室
不
絶
如
綫
、
猶
為
天
下
共
主
。
而
孔
子
作
春
秋
。
以
道
名
分
、
王
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
一
　
　
　
　
二
　
　
　
一

稱
天
、
以
示
無
二
尊
。
呉
・
楚
僭
王
、
貶
而
稱
子
、
王
人
雖
微
、
必
序
於
諸
侯
之
上
。

　
レ
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
二
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
一

其
惓
倦
所
以
正
名
嚴
分
者
、
不
一
而
足
。
故
曰
、
「
天
無
二
日
、
土
無
二
王
。
」
言
統
於
一

　
　
　
三
　
　
　
二
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二
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二
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二
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レ
　
二
　
　
一

也
。
（
以
下
略
）



ど
の
よ
う
な
こ
と
か
と
も
う
し
ま
す
と
、
「
天
下
国
家
で
も
っ
と
も
重
要
な
事
は
な
に
か
、
そ
れ

は
名
を
正
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
正
名
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
名
分
が
正
し
く
な
け
れ
ば
、
上

下
の
関
係
も
、
礼
儀
も
、
全
て
失
わ
れ
る
。
強
い
も
の
が
弱
い
も
の
を
凌
ぎ
、
多
勢
が
無
勢
を
支

配
す
る
。
そ
し
て
遂
に
滅
び
に
到
る
で
あ
ろ
う
。
」
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
正
名
論
の
書
出
し
な
の

で
す
。
そ
し
て
一
番
最
後
の
行
に
「
故
に
曰
く
天
に
二
日
無
く
、
土
に
二
王
無
し
。
」
こ
の
所
が

重
要
な
の
で
す
。
こ
こ
に
は
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
後
の
方
に
決
定
的
な
こ
と
が
書
い
て

あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
で
て
い
る
か
と
申
し
ま
す
と
、
「
天
に
二
日
無
く
、
土
に
二
王
無
し
。

皇
朝
自
ら
真
天
子
あ
り
。
則
ち
幕
府
宜
し
く
王
と
称
す
べ
か
ら
ず
。
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
で

す
か
ら
当
然
こ
れ
は
先
生
の
立
原
翠
軒
に
し
て
み
れ
ば
、
ま
ず
い
、
幕
府
批
判
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
定
信
に
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
な
の
で
す
。
こ
れ
を
定
信
が
見
て
お
れ
ば
ど
う
な
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
こ
ろ
も
、
歴
史

に
も
し
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
大
変
に
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
が

『
正
名
論
』
で
あ
り
ま
す
。
だ
い
た
い
幽
谷
先
生
の
名
前
は
一
正
と
申
し
ま
す
。
こ
れ
は
立
原
翠

軒
が
、
十
四
歳
の
頃
与
え
た
名
前
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
『
孟
子
』
か
ら
取
っ

た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
重
要
な
の
で
紹
介
し
て
お
き
ま
す
と
、

孟
子
曰
く
、
人
は
共
に
責
む
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
政
は
関
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
た
だ

大
人
の
み
良
く
君
の
心
の
非
を
正
す
こ
と
を
為
す
。
君
仁
な
れ
ば
仁
な
ら
ざ
る
こ
と
な
く
、

君
義
な
れ
ば
義
な
ら
ざ
る
こ
と
な
く
、
君
正
し
け
れ
ば
正
か
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
ひ
と
た
び

君
を
正
し
く
し
て
、
而
し
て
国
定
ま
る

要
す
る
に
、
国
の
政
治
が
良
く
行
わ
れ
、
国
が
治
ま
る
と
い
う
の
は
、
君
子
が
心
を
正
し
く
し
て

而
し
て
国
定
ま
る
、
こ
れ
が
最
も
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
幽
谷

先
生
は
非
常
に
多
く
、
藩
主
に
封
事
、
意
見
書
を
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
正
と
い
う

名
前
に
恥
じ
な
い
生
涯
を
貫
い
た
理
由
の
一
つ
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
こ
の
『
正
名
論
』
に
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
大
文
章
で
あ
り
ま
し
て
、
會
澤
先
生
が

そ
れ
を
最
初
に
取
り
上
げ
た
と
い
う
こ
と
も
、
首
肯
で
き
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
君
臣
の
大
義
を

い
う
、
こ
れ
が
先
生
の
教
え
る
所
な
の
で
す
。
『
及
門
遺
範
』
の
続
き
に
も
ど
り
ま
す
。
二
条
の

解
釈
に
ま
い
り
ま
す
。

　
天
祖
と
い
う
の
は
天
照
皇
大
神
か
と
思
い
ま
す
。
天
孫
降
臨
と
い
う
こ
と
は
『
古
事
記
』
の
中

に
出
て
ま
い
り
ま
す
が
、
三
種
の
神
器
を
以
て
天
下
を
治
め
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
ず
っ
と
ず
っ
と

続
い
て
、
皇
統
綿
綿
と
続
い
て
ま
い
り
ま
し
て
、
そ
の
通
り
に
日
本
は
歴
史
が
続
い
て
き
た
。
神

州
は
日
本
で
す
。
そ
こ
が
日
本
が
他
の
国
々
と
違
う
所
で
あ
る
と
。
そ
し
て
天
と
現
在
と
断
絶
が

な
い
。
神
代
と
人
の
世
と
断
絶
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
シ
ナ
に
お
い
て
は
そ
う
で
は
な
い
の
だ
。

革
命
の
国
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
当
然
断
絶
し
て
お
り
ま
す
。
断
絶
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
そ
こ
に



皇
統
綿
綿
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。
シ
ナ
で
は
、
天
と
人
と
い
う
の
は
、
神
話
に
よ

り
ま
し
て
も
、
そ
れ
か
ら
そ
の
後
の
歴
史
を
見
ま
し
て
も
、
一
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う

点
か
ら
言
っ
て
も
日
本
は
違
う
の
だ
と
。
先
生
が
国
体
を
論
ず
る
、
そ
の
中
心
は
皇
統
綿
綿
と
い

う
こ
と
な
の
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
會
澤
先
生
は
書
か
れ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
義
公
が
考
え
た

と
こ
ろ
を
、
素
直
に
こ
れ
を
受
け
取
っ
て
、
そ
し
て
そ
れ
を
受
け
継
い
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
な
の
で
す
。
こ
れ
は
幽
谷
先
生
が
そ
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
最
近
の
皇
国
学
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
国
学
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
建
国
の
神
話

の
中
で
、
話
が
と
り
と
め
の
無
い
と
こ
ろ
は
、
取
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
だ
か
ら
国
学

を
全
く
排
斥
し
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
こ
れ
は
色
々
写
し
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
国
学
関
係
で
も
幽
谷
先
生
が
筆
記
を
命
じ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
点

で
、
全
く
排
斥
し
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。

　
次
に
三
条
に
は
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
世
俗
儒
を
業
と
す
る
も
の
」
と
い
う
の
は
、
儒
学

を
職
業
と
す
る
者
で
す
。
儒
学
で
も
っ
て
食
べ
て
い
る
者
。
五
山
と
言
い
ま
す
の
は
、
第
五
代
の

執
権
に
北
条
時
頼
と
い
う
人
が
い
ま
す
が
、
こ
の
人
が
建
長
寺
を
建
て
る
わ
け
な
の
で
す
。
宋
に

五
山
の
制
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
を
取
り
入
れ
て
、
後
に
建
仁
、
東
福
、
万
寿
、
円

覚
、
建
長
、
こ
れ
を
五
山
に
し
た
。
し
か
し
室
町
に
入
り
ま
し
て
、
京
都
五
山
、
鎌
倉
五
山
と
い

う
も
の
が
定
め
ら
れ
て
京
都
は
天
竜
、
相
国
、
建
仁
、
東
福
、
万
寿
、
鎌
倉
は
建
長
、
円
覚
、
寿

福
、
浄
智
、
浄
妙
、
こ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
禅
宗
の
中
心
と
し
て
栄
え
る
わ
け
な
の
で
す
。
文
学

と
い
う
も
の
が
、
中
世
以
降
衰
え
ま
し
て
、
そ
れ
を
担
っ
た
の
は
こ
れ
ら
の
禅
寺
の
お
坊
さ
ん
な

の
で
す
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
最
初
に
藤
原
惺
窩
な
ど
出
て
ま
い
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
そ
う
し
た

理
由
が
あ
る
わ
け
な
の
で
す
。
そ
し
て
そ
こ
に
起
こ
っ
た
朱
子
学
で
す
が
、
初
め
、
そ
の
よ
う
な

学
問
が
こ
の
五
山
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
と
い
う
の
は
事
実
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
ま
し
て

こ
の
第
三
条
の
「
世
俗
儒
を
業
と
す
る
者
、
久
し
く
五
山
僧
徒
の
陋
習
を
承
け
」
と
な
る
わ
け
な

の
で
す
。
で
す
か
ら
、
江
戸
時
代
に
な
り
ま
し
て
、
お
弟
子
さ
ん
に
こ
の
儒
学
を
教
え
る
も
の

は
、
先
ず
『
文
選
』
と
い
う
書
を
覚
え
さ
せ
る
。
『
文
選
』
と
い
い
ま
す
の
は
、
梁
の
武
帝
の
子

昭
明
太
子
と
い
う
人
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
周
秦
以
来
梁
に
至
る
詩
文
を
集
め
た
も

の
で
、
後
世
、
科
挙
の
試
験
に
こ
れ
が
出
題
さ
れ
た
と
い
う
有
名
な
本
で
す
。
で
す
か
ら
世
間
一

般
に
は
『
文
選
』
か
ら
入
っ
て
、
そ
し
て
『
四
書
五
経
』
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が

幽
谷
先
生
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
「
先
づ
孝
経
を
授
け
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
こ
こ
が
大
事

な
の
で
す
。
『
孝
経
』
も
現
在
も
出
版
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
お
読
み
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
孝
経
を
先
ず
読
ま
せ
て
か
ら
『
四
書
五
経
』
を
授
け
た
と
で
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
こ
の
『
四
書
五
経
』
を
読
ま
せ
る
に
あ
た
り
ま
し
て
も
、
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を

授
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
文
に
「
苟
も
崖
意
を
爲
す
を
欲
せ
ざ
る
な
り
。
」
と
書
い
て
あ
り



ま
す
。
際
立
っ
て
世
間
と
違
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
の
を

嫌
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
も
の
は
世
間
並
に
や
り
ま
し
た
。
ま
た
、
読
ん
で

い
る
中
で
、
分
か
り
や
す
い
所
を
取
り
上
げ
ま
し
て
、
「
輕
輕
開
説
」
、
解
き
あ
か
し
ま
す
。
そ

し
て
段
々
に
句
読
が
進
み
、
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
と
次
に
「
史
記
・
左
傳
・
国
語
・
漢
書
」

こ
れ
ら
歴
史
書
に
就
い
て
勉
強
さ
せ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
の
中
で
、
こ
れ
は
と
心
を
興
起
さ

せ
る
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
「

講
解
」
、
飽
き
さ
せ
な
い
よ
う
な
取
り
上
げ
方
を
し
て
、

ど
ん
ど
ん
面
白
く
教
え
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
時
に
は
前
賢
の
詩
文
等
を
声
を
出
し
て
読

ん
で
、
志
を
高
め
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
非
常
に
親
切
に
お
弟
子
さ
ん
を
教
え
導
い
て
い
る

様
子
が
こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
或
い
は
そ
の
書
物
の
中
で
、
古
今
の
良
い
言
葉
や
良
い

行
い
を
教
え
、
礼
楽
や
制
度
や
政
治
の
在
り
方
、
刑
罰
の
在
り
方
、
兵
の
動
か
し
方
、
そ
う
い
う

も
の
に
就
い
て
の
良
い
点
悪
い
点
、
是
非
善
悪
、
君
臣
父
子
の
名
分
恩
義
、
先
程
栗
山
濳
鋒
を
取

り
上
げ
ま
し
た
が
、
あ
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
、
君
臣
父
子
の
在
り
方
、
そ
の
良
い
点
悪

い
点
、
そ
し
て
天
下
の
形
勢
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
当
時
と
し
て
は
、
外
国
が
頻
々
と
し
て
日

本
に
来
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
恐
ら
く
触
れ
ら
れ
た
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ

れ
か
ら
「
華
夷
内
外
の
辨
」
。
日
本
と
外
国
は
ど
こ
が
違
う
の
か
。
そ
う
い
う
も
の
を
盛
ん
に
話

さ
れ
、
指
示
さ
れ
ま
し
て
、
こ
こ
は
こ
う
な
の
だ
ぞ
、
と
い
う
ふ
う
に
教
え
諭
さ
れ
た
。
「
憤

に
因
り
て
之
を
啓
発
」
は
、
そ
の
お
弟
子
さ
ん
が
、
先
生
こ
こ
は
ど
う
な
の
で
す
か
と
真
剣
に
な

り
、
か
っ
か
か
っ
か
と
し
て
言
い
た
い
こ
と
も
言
え
な
い
。
言
葉
に
出
な
い
。
そ
う
い
う
時
に

な
っ
て
、
こ
れ
は
こ
う
な
の
だ
ぞ
、
と
言
っ
て
こ
れ
を
教
え
諭
し
た
。
学
が
至
ら
な
い
者
は
言
葉

が
判
ら
な
い
。
そ
う
い
う
者
も
顔
面
に
や
る
気
が
十
分
表
れ
て
、
そ
こ
で
初
め
て
幽
谷
先
生
が
こ

れ
は
こ
う
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
大
義
で
す
。
大

義
の
問
題
を
教
え
ら
れ
た
。
学
問
事
業
そ
の
効
を
異
に
せ
ず
と
い
う
事
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の

修
業
と
そ
の
修
業
を
通
じ
て
天
下
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
、
こ
の
二
つ
を
合
わ
せ
て
教
え
ら
れ

た
の
で
す
。
そ
れ
が
「
徳
行
事
業
を
合
し
て
一
と
為
す
」
と
い
う
所
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
自

分
は
自
分
だ
け
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
天
下
の
問
題
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。
こ
こ
に
こ
の
重
要
な
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
鉄
を
鍛
え
る
に
は
鞴
と
い

う
も
の
を
使
う
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
鞴
に
鉄
を
入
れ
て
鍛
え
て
し
ま
う
よ
う
に
、
い
つ
の
ま

に
か
そ
の
聖
人
の
そ
の
よ
う
な
範
疇
の
中
に
お
弟
子
さ
ん
を
入
れ
て
し
ま
い
ま
し
て
、
そ
し
て
い

つ
の
間
に
か
、
自
分
が
知
ら
な
い
間
に
ど
ん
ど
ん
お
弟
子
さ
ん
を
磨
い
て
い
っ
て
し
ま
う
。
お
弟

子
さ
ん
か
ら
言
え
ば
先
生
に
つ
い
て
い
っ
た
ら
い
つ
の
間
に
か
自
然
と
自
分
が
鍛
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
う
い
う
状
態
に
幽
谷
先
生
は
さ
れ
た
。
こ
れ
が
「
識
見
日
に
開
け
て
自
ら
知
ら
ざ
ら
し

む
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
先
生
が
門
人
を
指
導
さ
れ
た
方
法
と
い
う
の
は
大
体
以
上
の
よ
う

な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
資
質
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
資
質
に
よ
っ



て
必
ず
し
も
一
律
に
こ
れ
は
こ
う
だ
と
当
て
は
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
人
そ
の
人
に
応
じ
て
、
そ
の

人
そ
の
人
に
応
じ
た
言
い
方
を
し
て
お
弟
子
さ
ん
を
教
育
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
な
の
で

す
。

　
概
略
を
序
論
か
ら
第
一
条
、
第
二
条
、
第
三
条
と
見
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
以
上
の
よ
う
な
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
に
い
く
つ
か
重
要
な
点
が
ご
ざ
い
ま
す
。
次
に
挙
げ
ま
し
た
よ

う
に
、
文
武
一
致
で
あ
り
ま
す
と
か
、
教
え
ら
れ
た
内
容
が
二
十
四
ヶ
条
に
わ
た
り
、
今
お
話
し

し
ま
し
た
以
外
に
重
要
な
点
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

○
先
生
人
を
教
ふ
る
に
、
虚
文
を
後
に
し
て
実
行
を
先
に
す
。
然
れ
ど
も
文
墨
の
業
も
、
亦
廃

つ
る
所
に
非
ず
。
要
は
人
を
し
て
其
の
長
ず
る
所
を
盡
さ
し
む
る
に
在
り
。
（
4
）

○
先
生
毎
に
陶
淵
明
の
語
を
誦
し
て
曰
く
、
好
ん
で
書
を
讀
み
甚
だ
し
く
は
解
す
る
こ
と
を
求

め
ず
。
意
會
す
る
こ
と
有
る
毎
に
、
便
ち
欣
然
と
し
て
食
を
忘
る
。
（
7
）

○
先
生
恒
に
言
ふ
。
學
者
は
君
子
た
る
こ
と
を
學
ぶ
。
儒
者
た
る
こ
と
を
學
ぶ
に
あ
ら
ず
。
　

（
10
）

○
先
生
謂
ふ
。
古
は
文
武
一
塗
、
末
だ
嘗
て
分
つ
て
以
て
二
と
せ
ず
。
（
11
）

○
先
生
春
秋
の
王
を
尊
び
夷
を
壤
ふ
の
義
に
原
ず
き
、
尤
も
名
分
を
謹
む
。
君
臣
上
下
の
際
、

華
夷
内
外
の
辮
、
之
を
論
ず
る
こ
と
極
め
て
詳
明
な
り
。
（
16
）

○
先
生
、
力
を
正
學
に
専
ら
に
し
、
曲
藝
小
技
を
好
ま
ず
。
（
22
）

一
番
最
後
の
数
字
は
そ
れ
が
第
何
条
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
以
上
お
話
し
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
會
澤
先
生
が
幽
谷
先
生
に
教
え
ら
れ

て
、
そ
れ
が
真
木
和
泉
守
や
松
陰
先
生
を
教
え
導
い
て
そ
し
て
明
治
維
新
の
達
成
に
非
常
に
大
き

な
影
響
を
写
え
る
わ
け
な
の
で
す
が
、
こ
の
『
及
門
遺
範
』
と
い
う
の
は
そ
う
し
た
意
味
で
、
教

育
の
基
本
問
題
を
我
々
に
教
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
の
問
題
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
例
え
ば
新
聞
等
を
見
ま
す
と
、
尖
閣
列
島
の
問
題
が
最
近

盛
ん
に
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
教
科
書
の
問
題
も
そ
う
で
す
。
尖
閣
列
島
な
ど
は
、
中
共
の
新
聞

の
中
に
も
は
っ
き
り
日
本
の
領
土
と
し
て
記
述
し
た
も
の
が
あ
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
現
在
は
ア

メ
リ
カ
軍
が
使
用
し
て
お
り
ま
し
て
、
八
重
山
群
島
、
沖
縄
県
の
人
が
所
有
者
な
の
で
し
ょ
う

か
、
地
代
の
支
払
を
受
け
て
お
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
そ
う
で
す
。
国
際
法
上
そ
う
い
う
も
の

は
、
明
ら
か
に
領
土
と
い
う
も
の
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
国
際
情
勢
が
非
常
に
お
か
し
な
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
政
府
も
歯
切
れ
が
悪
い
対
応
を
し
て
お
り
ま
す
。
教
科
書
問
題
に
し
ま
し

て
も
、
夏
に
中
学
教
科
書
の
検
討
会
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
世
界
の
色
々
な
教
科
書
を
見
ま
す

と
、
来
年
度
の
中
学
の
教
科
書
程
ひ
ど
い
も
の
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
他
の
国
の
教
科
書
を

見
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。
誇
り
と
い
う
も
の
が
な
い
の
で
す
。
悪
い
こ
と
ば
っ
か
り
で
す
。
一
体
こ

れ
は
ど
う
し
て
こ
う
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
私
ど
も
教
育
に
携
わ
る
者
と
し
て
非
常
に
心
を
痛



め
て
お
り
ま
す
。
結
局
、
こ
れ
を
是
正
す
る
に
は
学
問
の
力
を
借
り
る
以
外
無
い
で
し
ょ
う
。
で

す
か
ら
、
い
く
ら
技
術
的
な
、
政
策
的
な
事
を
い
っ
て
み
て
も
始
ま
ら
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
し

て
、
根
本
の
問
題
は
何
か
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
な
い
と
、
解
決
し
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
本
日
『
及
門
遺
範
』
を
取
り
上
げ
さ
せ
て
頂
い
た
の
も
、
や
は
り
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
ま
し

て
、
私
自
身
が
勉
強
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。
幽
谷
先
生
が
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

よ
う
に
「
君
臣
の
名
上
下
の
分
正
且
厳
な
る
は
猶
ほ
天
地
の
易
ふ
可
か
ら
ざ
る
ご
と
き
な
り
。
是

を
以
て
皇
統
の
悠
遠
国
祚
の
長
久
、
舟
車
の
至
る
所
、
人
力
の
通
じ
る
所
、
殊
庭
絶
域
、
未
だ
我

が
国
の
如
き
は
有
ら
ざ
る
な
り
」
こ
の
よ
う
な
自
覚
で
す
。
こ
れ
が
無
い
か
ぎ
り
は
あ
ら
ゆ
る
問

題
は
解
決
し
て
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
も
込
め
ま

し
て
本
日
お
話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
十
分
に
意
を
尽
く
し
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
解
釈
な
ど

で
も
誤
り
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
点
は
是
非
ご
指
摘
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
長
時

間
に
渡
り
ま
し
て
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
以
上
で
失
礼
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
八
年
十
月
六
日
講
座
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
立
佐
和
高
等
学
校
教
諭
）


